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The university students have to play the piano to obtain the license for an elementary school teacher. 

But many students have no piano at home. They will not make progress without a piano. In this 

study, we would like to show you the effective methods to practice piano using ICT tools such as 

tablets. Based on these methods, the students can have sufficient piano experience without a piano. 
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1. はじめに 

筆者らの所属する大学（愛知教育大学）では，小学

校教諭免許を所得するための必修授業として「音楽科

研究」が設けられている．「音楽科研究」の単位を取得

するためには，ピアノで 10 曲程度演奏することが求

められる．しかし，小学校教諭免許取得を目指し，「音

楽科研究」を受講している学生の中には，ピアノの経

験が少ない者や，ピアノの経験が全くない者も多い．

そんな学生も単位取得のためにピアノの練習をしなけ

ればならない．大学にあるピアノは，数に限りがある

ため，十分な練習ができるとは言い難い．そのため，

必然的に家庭での練習が必要となってくる．しかし，

ピアノの経験がない学生の家庭にはピアノが存在しな

い可能性が高い．ピアノ初心者は，ピアノ経験者より

も多くの練習が必要であるにも関わらず，家庭での練

習機会がピアノ経験者よりも少なくなってしまうこと

が考えられる．そこで，本研究では，ピアノを用いず

にピアノの演奏技術を向上させる方法を考案し，家庭

にピアノがない学生も，ピアノがある学生と同じよう

に家庭で練習の機会を持てるような環境づくりを目指

すこととした． 

音楽の教科書の中で，印刷された鍵盤を目にするこ

とがある．これは，鍵盤の上で指を動かしてピアノの

練習をするためのものである．このように，ピアノを

用いない練習方法は存在する．しかし，紙鍵盤を用い

た練習方法が，すべてのピアノ初心者にとって効果的

であるとは考え難い． 

そこで，本研究では，ICT 機器を用いた練習を行う

ことで，ピアノ初心者の演奏技術の向上を試みる．ICT

機器，特にスマートフォンの普及率は極めて高く，ほ

ぼすべての学生が所有している．ピアノを所有してい

ない学生でも，スマートフォンを用いて練習すること

ができれば，家庭でもピアノの練習をすることができ

る．もちろん，本物のピアノを用いた練習が最も効果

的ではあるのだが，ICT 機器，特にスマートフォンを

用いた練習で演奏技術を向上させ，紙鍵盤を用いて練

習した場合と比較したい．  

2. 先行研究の概要と本研究の目的 

2.1 先行研究の概要 

先行研究[1]では，保育士・教員養成校の学生を対象

に，ピアノを用いない練習でも演奏技術が向上するこ
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とを確かめ，それがピアノを用いた練習を行った場合

と比較してどれほどの効果があるのかを検証している．

この実験におけるピアノを用いない練習とは，机の前

に座り，楽譜を見て，頭の中で鍵盤，音をイメージし，

指を動かすというものである．その際，声を出すこと

はできない．この先行研究[1]の概要は次の通りである。 

被験者については１年間の音楽（ピアノ及び声楽）

の授業を修得し，かつ２年次においても音楽の授業を

履修中の 2 年生 82 名である．全員バイエル教則本の

100 番程度まで習得しているものとする． 

はじめに初見演奏をした後，ピアノを用いた練習，

またはピアノを用いない練習を行い，最後にもう一度

同じ曲を演奏する．そして，初見演奏と最終演奏を比

較し，技術向上の度合いを評価する． 

まず，被験者全員の初見演奏を聴き，初見が得意な

A グループと初見が苦手な B グループに分ける．そし

て，それぞれのグループをさらに 2 つのグループに分

ける．2 つのグループとは，ピアノを用いて練習した

後ピアノを用いずに練習するグループと，ピアノを用

いずに練習した後ピアノを用いて練習するグループを

指す．つまり，すべての学生が実験を 2 回通り行うこ

とになる．これは，実験順序により結果に影響が出る

ことを避けるためである． 

評価の方法は，客観的評価と主観的評価の２つであ

る．客観的評価とは，弾き直した回数によるもの，主

観的評価とは演奏の全体的な印象等を評価する側の視

点から 5 点満点で点数化したものである． 

研究の結果，ピアノを用いない練習でもピアノの演

奏技術が向上することが明らかになった．また，ピア

ノを用いない場合では，ピアノを用いた場合と比較し

て約６割の技術向上がみられるという結果であった[1]． 

2.2 本研究の目的 

上述したように，先行研究[1]では，ピアノ経験があ

る学生を対象に実験を行い，ピアノを用いない練習を

行うことにより，ピアノを用いた練習を行った場合と

比較して演奏技術が約 6割向上するということが明ら

かになっていた． 

そこで，本研究では，被験者をピアノ経験者に限定

するのではなく，ピアノ経験の有無にかかわらず，ピ

アノを用いない練習によって演奏技術を向上させるこ

とができるのかを検証する．また，ピアノを用いない

練習によって演奏技術を向上させることができると明

らかになった場合，初心者と経験者それぞれにとって，

アプリを用いた練習と紙鍵盤を用いた練習ではどちら

がピアノを用いた練習に近い効果をもたらすのか検証

したい． 

先行研究[1]におけるピアノを用いない練習とは，机

の前に座り，楽譜を見て，頭の中で鍵盤，音をイメー

ジし，指を動かすというものであった．しかし，ピア

ノ初心者にとって，このような練習方法だけで演奏技

術を向上させることは難しいだろう．そこで，今回は

紙に印刷した鍵盤を用意することにした．紙の鍵盤が

あれば，正しい鍵盤の位置を確かめながら指を動かす

ことができるため，ただ指を動かすだけの練習よりも

効果的な練習を行うことができると考える．さらに，

本研究では，ICT 機器を用いた練習方法も用意する．

ICT 機器の中でも，特にスマートフォンは，ほとんど

の学生が所有しているため，ピアノを用いない練習と

して，ピアノよりも所持率が高いと考えられるスマー

トフォンを用いた練習方法を提供したい．そして，ピ

アノを用いない練習による効果を，ピアノを用いた練

習による効果により一層近づけることを本研究の目的

とする． 

3. 小学校教諭免許取得を目指す学生を対象

としたピアノを用いない練習による演奏

技術向上 

3.1 対象者 

2016 年度後期の時点で「音楽科研究」をまだ受講し

ていない学生 12 名．音楽を専門としていない，社会選

修の 1 年生（7 名：女子 7 名）と数学選修の 1 年生（5

名：男子 3 名，女子 2 名）の学生に依頼した． 

3.2 実施時期 

2016 年 11 月 21 日に事前調査を実施した．2016 年

12 月 19 日に初等数学の学生 5 名，12 月 21 日に初等

社会の学生 7 名を対象に実験を行った． 

3.3 課題内容 

3.3.1 事前調査 

事前調査では，「事前アンケート」３問と，「ピアノ
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に関する問題」８問を行った． 

最初に，「事前アンケート」では，「ピアノを習って

いたことがあるか」，「いつ，どのくらいの期間習って

いたか」，「ピアノ以外の楽器の経験があるか」など，

対象者のこれまでの音楽経験について尋ねた． 

次に，「ピアノに関する問題」では，音楽の知識を問

い，対象者をレベル０からレベル３の 4 段階に分類し

た．その４段階のレベルは，次の通りである（図１）． 

・レベル 1：楽譜を見て，音の名前がわかるか 

（楽譜と音名を一致させることができるかを 

確かめる）＝＞わからない場合はレベル０ 

・レベル 2：楽譜を見て，鍵盤の位置がわかるか 

（楽譜から音名わかり，その音と鍵盤を一致させる

ことができるかを確かめる） 

・レベル 3：曲の楽譜を見て，曲名がわかるか 

（楽譜から音名がわかり，その音を頭の中でイメー

ジすることができるかを確かめる） 

 

図１ 事前調査によるレベル分け 

3.3.2 課題曲[2] 

1990 年 7 月クレヨンハウス発行の「絵本 SONG 

BOOK 世界中のこどもたちが」より「世界中のこども

たちが」9 小節を課題曲とした． 

3.3.3 使用したアプリケーション 

「リアルピアノ」を用いた．このアプリを用いた理

由は，以下のような特徴を持つからである． 

・完全 88 鍵キーボード 

・8 種類のキーボード楽器音 (Piano, Grand Piano, 

Pipe Organ, Harpsichord, Accordion, Electric 

Guitar, Harp, Cello Pizzicato) 

・1 段または 2 段のスクロール可能なキーボード 

・録音した曲を再生可能（弾くべき鍵盤の色が変わる） 

3.4 実施方法・手順 

2016 年 11 月 21 日に事前調査を実施した．事前調

査では，３段階のレベルに分けた音楽に関する質問を

設け，結果をもとに対象者のピアノレベルをレベル 0

～レベル 3 の 4 段階に分類した．12 名の結果を見る

と，レベル 3 に分類された学生が 9 名，レベル 2 に分

類された学生が 3 名であった． 

2016 年 12 月 19 日に初等数学の学生 5 名を対象と

した実験を行った．3.3.2 で述べた課題曲「世界中のこ

どもたちが」の楽譜を配付し，一度模範演奏を聴いた

後，電子ピアノで初見演奏を行う．初見演奏は，後に

評価を行うため，対象者の許可をとった上で，ビデオ

で撮影する．その後，ピアノグループ，アプリグルー

プ，紙鍵盤グループの 3 つのグループに分かれて 15

分間練習し，最後にもう一度電子ピアノで演奏をする．

その際も，初見演奏の時と同じように，後に評価を行

うため，ビデオで撮影する． 

2016 年 12 月 21 日には，初等社会の学生 7 名を対

象に同様の実験を行った．なお，それぞれのグループ

でピアノに関する知識のレベルをそろえるため，事前

調査でレベル 2まで正解した学生 3名はそれぞれ 3つ

のグループに振り分けた．また，3 つのグループの詳

しい内容については，以下で述べる． 

・ピアノグループ（4 名） 

15 分間の練習を，電子ピアノを用いて行うグループ

である．事前に模範演奏を録音したコンピュータを用

意しておき，何度でも聴いてよいこととする． 

・アプリグループ（4 名） 

15 分間の練習を，スマートフォンのアプリ「リアル

ピアノ」を用いて行うグループである．アプリには，

模範演奏を再生し，演奏と共に弾くべき鍵盤が光る機

能がついており，何度でも使用してよいこととする．

なお，スマートフォンは筆者が用意したものを使用し，

アプリは事前にダウンロードしておいた． 

・紙鍵盤グループ（4 名） 

15 分間の練習を，紙で印刷された原寸大の紙鍵盤[3]

を用いて行うグループ．事前に模範演奏を録音したコ
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ンピュータを用意しておき，何度でも聴いてよいこと

とする． 

表１ グループごとの特長（電子ピアノと比較した場

合の正しいものと正しくないもの） 

 電子ピアノ アプリ 紙鍵盤 

鍵盤の大きさ ○ × ○ 

鍵盤の重さ ○ × × 

音 ○ ○ × 

表１には，グループごとの特長を示した．電子ピア

ノと比較した場合，アプリグループは，鍵盤の大きさ，

鍵盤の重さは異なるが，音は正しく出すことができる．

一方，紙鍵盤グループは，電子ピアノと比較した場合，

鍵盤の重さは異なり，音も出すことができないが，鍵

盤の大きさは正しくなっている． 

表１の通り，アプリグループと紙鍵盤グループどち

らも，何か 1 つ電子ピアノと等しい条件が整えられて

いると言える．この実験で，アプリグループと紙鍵盤

グループのどちらが演奏技術をより向上させることが

できるか明らかになれば，ピアノ練習において音を出

すことと鍵盤の大きさではどちらの条件がより必要で

あるかがわかるだろう． 

表２ 実験の流れ 

 概要 

事前調査 「事前アンケート」と「ピアノに関する問題」を実施 

楽譜を配付 課題曲[2]の音符を配布 

模範演奏を聴く 事前に録音しておいたものをコンピュータで流す 

初見演奏をする 
電子ピアノを用いて初見演奏を行い，演奏の様子をビ

デオで撮影する 

15分間練習する 3 つのグループに分かれ，それぞれの方法で練習する 

最終演奏をする 
電子ピアノを用いて演奏し，演奏の様子をビデオで撮

影する 

評価 
初見演奏，最終演奏それぞれを撮影したビデオをもと

に，2 つの方法で評価を行う 

表２には，実験の流れを示した．本研究におけるピ

アノとは，すべて電子ピアノを指すものとする．また，

15 分間の練習の際には，それぞれのグループごとにま

とまり，他のグループとの関わりをできるだけ減らせ

るように練習場所を分けた． 

3.4.1 評価方法 

初見演奏と最終演奏の評価には，「ミスタッチ率」と

「演奏評価」を用いる．その詳細は，次の通りである． 

「ミスタッチ率」については，各学生が演奏してい

る様子を録画したビデオを評価者が試聴し，学生ごと

にミスタッチの割合を集計した．また，学生の中には

ミスタッチをする度に弾き直す者もいたため，ミスタ

ッチ数ではなく，演奏した音の数に対するミスタッチ

の割合を示すミスタッチ率を用いることとした．これ

は，先行研究[1]における客観的評価に値する． 

「演奏評価」については，各学生が演奏している様

子を録画したビデオを評価者が試聴し，演奏全体の印

象を 8 点満点で評価した．これは，先行研究[1]におけ

る主観的評価に値する．先行研究[1]では，主観的評価

を 5 点満点で行っていた．しかし，今回の実験の被験

者の中には経験者と初心者が混在しており，演奏の印

象を 5 段階で評価することは難しいと判断した．そこ

で，より正確に評価を行うことができるよう，表３に

示した 4 項目について 3 段階で評価を行い，8 点満点

とした．8 点満点の内訳については，表 3 に示した通

りである．それぞれの項目について，3 段階（できて

いない・ややできている・できている）で評価する．

そして，「できていない」を 0 点，「ややできている」

を 1 点，「できている」を 2 点に換算し，合計 8 点満

点となる．また，この実験における評価者とは筆者を

指すものとする．なお，筆者（評価者）のピアノ経験

年数は 15 年で，評価者として適切であると考えられ

る． 

表３ 演奏評価の項目 

項目 できていない ややできている できている 

音の正確さ・明確さ 0 1 2 

音の響きと美しさ 0 1 2 

拍子とリズム・拍節感 0 1 2 

自発的に音楽を楽しんでいるかどうか 0 1 2 

ピアノコンクールで審査員が評価する項目の例[4]で

は，（1）音の正確さ・明確さ，（2）音・響きの美しさ，

（3）拍子とリズム・拍節感，（4）テンポの選び方，（5）

メロディと伴奏のバランス，（6）暗譜の精度，（7）デ

ィナーミク，（8）四期それぞれのスタイルを適切に表

現する力，（9）音楽の構成力，（10）ペダリング，（11）

自発的に音楽を楽しんでいるかどうか，（12）ステージ

マナーなどがあるが，本研究では，これらの項目の中

から，（1）音の正確さ・明確さ（2）音の響きと美しさ

（3）拍子とリズム・拍節感（11）自発的に音楽を楽し

んでいるかどうかの 4 項目（表３）に着目することと

した． 

4. 結果と考察 

表４は，事前調査の結果についてまとめたものであ

る．ピアノ経験，他楽器の経験の項目では，○は経験
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有，×は経験無を表すものとする．他楽器の経験につ

いての項目で，「リコーダー」と回答したものが 3 名い

たが，リコーダーはすべての学生が学校の授業で経験

するものであるため，他楽器の経験無とみなした．レ

ベル１～レベル３の項目では，○は正解を，×は不正

解を表すものとする．表 4 より，ピアノ経験がない学

生は C，H，L の３人であることがわかる．また，レベ

ル３が不正解，つまりレベル２に分類される学生は D，

H，L の３人であることがわかる．よって，ピアノ経験

がなく，レベル２に分類される学生は H，L の２人と

いうことになる．表 5 に，実験の結果を示す． 

表 4 事前調査の結果 

 
ピアノ経験 期間 

他楽器の

経験 
レベル１ レベル２ レベル３ 

A ○ 3 年 × ○ ○ ○ 

B ○ 6 年 × ○ ○ ○ 

C ×  × ○ ○ ○ 

D ○ 2 年 ○ ○ ○ × 

E ○ 4 年 × ○ ○ ○ 

F ○ 8 年 ○ ○ ○ ○ 

G ○ 7 年 ○ ○ ○ ○ 

H ×  × ○ ○ × 

I ○ 3 年 × ○ ○ ○ 

J ○ 7 年 × ○ ○ ○ 

K ○ 6 年 ○ ○ ○ ○ 

L ×  × ○ ○ × 

表５ 初見・最終演奏の評価結果 

  事前調査 
初見：ミス

タッチ率 

 初見:演

奏評価 

最終：ミス

タッチ率 

最終： 

演奏評価 

ピアノ 

グループ 

A レベル 3 23％ 3点 0％ 7点 

B レベル 3 8.4％ 4点 0％ 8点 

C レベル 3 30％ 1点 2.4％ 7点 

D レベル 2 12.3％ 2点 2.17％ 6点 

アプリ 

グループ 

E レベル 3 12.5％ 3点 4.5％ 7点 

F レベル 3 0％ 7点 0％ 8点 

G レベル 3 7.14％ 5点 2.5％ 8点 

H レベル 2 15.6％ 1点 3％ 4点 

紙鍵盤 

グループ 

I レベル 3 8.9％ 4点 0％ 7点 

J レベル 3 10.7％ 3点 0％ 6点 

K レベル 3 2.5％ 6点 0％ 7点 

L レベル 2 20.6％ 1点 9％ 3点 

※初見：初見演奏，最終：最終演奏 

表 6 実験による評価得点の伸び率 

  ミスタッチ率 弾き直した回数 演奏評価 

ピアノ 

グループ 

A －23% －2 回 ＋4 点 

B －.4% －3 回 ＋4 点 

C －27.6% －9 回 ＋6 点 

D －10.13% －15 回 ＋4 点 

アプリ 

グループ 

E －8% －2 回 ＋4 点 

F   ＋1 点 

G －4.64% －1 回 ＋3 点 

H －12.6% －13 回 ＋3 点 

紙鍵盤 

グループ 

I －8.9% －4 回 ＋3 点 

J －10.7% －4 回 ＋3 点 

K －2.5% －1 回 ＋1 点 

L －11.6% －10 回 ＋2 点 

表 6 は，表 5 の結果をもとに，初見演奏と最終演奏

を比較した場合のミスタッチ率・演奏評価の変化を表

したものである．また，今回の評価方法には含まれて

いないが，初見演奏と最終演奏を比較した場合の「弾

き直した回数」の変化も示した．なお，学生 F につい

ては，初見演奏・最終演奏ともにミスタッチがなかっ

たため，ミスタッチ率・弾き直した回数の項目は斜線

とした． 

4.1 実験に関する考察 

まずは，事前調査の結果がレベル 2であった学生 D，

H，L と，事前調査の結果はレベル 3 であったが，ピ

アノの経験がなく，初見演奏の際にピアノ演奏技術が

著しく乏しいと判断した学生Cに着目してみる．以下，

C，D，H，L の 4 名を「初心者」とする．初心者 4 名

に着目すると，ミスタッチ率，演奏評価ともに，アプ

リグループの方が紙鍵盤グループよりも大きく変化し

ていることがわかる．表５を見ると，アプリグループ

の学生 H の方が紙鍵盤グループの学生 L よりも最終

演奏時のミスタッチ率が低くなっている．また，演奏

評価についても学生 H の方が学生 L よりも最終演奏

時の評価が高くなっている．ピアノグループの学生 C，

D については，ミスタッチ率の変化と弾き直した回数

の変化の大きさが逆になっている．これは，初見演奏

の際，C が音を間違えてもそのまま弾き続ける場面が

あったのに対し，D は間違えるたびに少し前に戻って

弾き直していたことが原因で起こってしまったことで

ある．そのため，C は，弾いた音に対するミスタッチ

の割合が高くなったが，D はミスタッチの割合が低く

なった．しかし，C，D ともに演奏技術は大きく向上し

ており，C のミスタッチ率，D の弾き直した回数が大

きく変化した． 

今回の課題曲「世界中のこどもたちが」は，ト長調

の曲であり，ファの音がすべてシャープになっている．

しかし，シャープは各段の冒頭に書かれているだけで，

それぞれのファの隣には書かれていない．そのため，

音楽の知識があまりない学生は，ファの音でのミスタ

ッチが圧倒的に多かった．ピアノグループとアプリグ

ループの学生 C，D，H は，15 分間の練習の際にファ

の音が正しく弾けているか確かめながら弾くことがで

きていた．もしシャープをつけ忘れたとしても，音を

聞いて間違いに気づくことができるからだ．一方，紙

鍵盤グループの学生 L は，一音一音慎重に指を動かし
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てはいるものの，音を確かめることができないためフ

ァのシャープをつけ忘れていても気づくことができな

かった．その結果，最終演奏の際もファの音のミスタ

ッチが複数回見られた． 

アプリグループの学生 H については，アプリを用い

た 15 分間の練習で，ほとんどミスタッチをすること

なく弾くことができるようになっていた．しかし，電

子ピアノを用いた最終演奏では，練習時よりもミスタ

ッチが多かった．これは，アプリの鍵盤の大きさに慣

れてしまったためだと考えられる． 

表 ７ 初心者 4 名の演奏評価 

 音の正確さ・

明確さ 

音の響きと

美しさ 

拍子とリズ

ム・拍節感 

自発的に音楽

を楽しんでい

るかどうか 

C 0 2 0 2 1 1 0 2 

D 0 2 1 1 1 1 0 2 

H 0 1 0 1 1 1 0 2 

L 0 1 0 1 1 1 0 0 

左：初見演奏時  右：最終演奏時 

 

表７は，ピアノ初心者 4 名の演奏評価についてまと

めたものである．アプリグループと紙鍵盤グループで

最も評価に差が出た項目は，「自発的に音楽を楽しんで

いるかどうか」であった．ピアノグループはもちろん，

アプリグループも音を出しながら練習することができ

ていたため，練習の間に自信をつけることができたと

考えられる．特に学生 H は，初見演奏時には自信がな

さそうに演奏しており弱弱しい印象であった．しかし，

練習時には自分の演奏が著しく上達していくことに喜

びを感じていた．この結果から，ピアノに馴染みのな

い初心者がピアノの演奏技術を向上させるためには，

「音楽を楽しむ」ということが重要であると考えられ

る． 

ここからは，表 7 で着目した 4 名以外の学生につい

て考察する． 

アプリグループは，ファのシャープをつけ忘れずに

練習することができたが，電子ピアノよりはるかに小

さい鍵盤で練習をしたため，最終演奏ではファ以外の

音でのミスタッチが見られた．これは，学生 H と同様

であった．アプリグループは，練習の際ミスタッチを

せずに何度も弾くことができており，自信がついてい

たと考えられる．そして，最終演奏では練習のとおり

の感覚で弾こうとしたため，電子ピアノではミスタッ

チが多くなってしまったと考えられる．紙鍵盤グルー

プは，ファのシャープさえ見逃さなければ，鍵盤の大

きさという点ではアプリグループよりも実際のピアノ

に近い条件で練習することができた．学生 L 以外の紙

鍵盤グループの学生 3 人は，皆ある程度ピアノの経験

があったため，紙の鍵盤であってもファのシャープを

意識しながら練習することができた．また，自分の出

している音が正しいのか自身がもてないまま練習をし

ており，最終演奏でも慎重に演奏したため，ミスタッ

チを減らすことができたと考えられる．以上のことか

ら，ミスタッチ率に関しては紙鍵盤グループの方がア

プリグループよりも高い伸び率を示したと考えられる．

また，音を聞きながら練習することができたこと，自

信がついたことから，演奏の印象はアプリ群の方が優

れていたと考えられる．よって，演奏評価に関しては

アプリグループの方が紙鍵盤グループよりも高い伸び

率を示したと考えられる． 

4.2 実験の問題点 

今回の実験には，いくつかの問題点がある． 

一つ目は，初見演奏の際，前の人の演奏を聴くこと

ができてしまったことである．初見演奏の順番が遅か

った学生は，模範演奏を複数回聴いた時と同じ状態に

なってしまった．しかし，短い曲であったため，一度

聴けば十分頭に入る内容であった．よって，結果に大

きな変化を与えるものではなかったと考える． 

二つ目は，課題曲を知っている学生がいたことであ

る．知名度がそれほど高くないと思われる曲を選んだ

が，学生 D，I，K は知っていた．しかし，上記のとお

り，模範演奏を一度聴けば十分頭に入る内容であった

ため，こちらも結果に大きな変化を与えるものではな

かったと考える． 

三つ目は，ファがシャープになることに気づいてい

なかった学生が他の学生に教えてもらっていたことで

ある．12 月 19 日の実験では学生 B が，12 月 21 日の

実験では学生 A が，最初に初見演奏を行った．そのた

め，A，B は初見演奏時にファにシャープをつけ忘れる

ミスタッチが目立った．しかし，A，B はピアノに関す

る知識があったため，自分で間違いに気づき，修正す

ることができた．ファがシャープになることを知らず，

他の学生に教えてもらっていた学生のほとんどはピア
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ノ初心者であった．ピアノ初心者は，ファがシャープ

になると知ったからといって，すべてが正しく弾ける

わけではない．また，ピアノ経験者でファのシャープ

に気づいていなかった学生は，ファのシャープに気づ

くとすべて正しく弾けるようになっていた．それは知

識の問題であって，技術の問題ではないと考える．選

曲の際，シャープの問題について考慮するべきであっ

た． 

四つ目は，ミスタッチ率の評価方法では全員の技術

向上をはかれなかったことである．これまでに述べた

とおり，学生 D は音を間違えるたびに少し前から弾き

直す癖があった．そのため，弾いた音の数が非常に多

くなってしまい，ミスタッチをした音の割合がどんど

ん下がっていってしまった．「ミスタッチ率」ではなく，

「ミスタッチ数」や「弾き直した回数」も集計したが，

どちらも対象者の弾き方の癖や特長によって変わって

しまうため，正確に評価することが難しかった．初心

者と経験者を同じ方法で評価するためには，より多く

の学生に依頼し，データを集める必要があった． 

4.3 事前調査に関する考察 

事前調査に関しても，いくつかの問題点がある． 

一つ目は，質問の難易度が低かったことである．今

回の事前調査には，ピアノに関する知識のレベルを分

類するため，3 段階の質問を設けた．しかし，どの質

問も難易度が低かったため，ほとんどの学生がレベル

3 まで達してしまった． 

二つ目は，「事前アンケート」と「ピアノに関する問

題」を後日回収したことである．その場で書いてもら

う時間がとれず，配布した次の日に回収した．調べず

に自力で答えるようには伝えてあったが，時間をかけ

ればすべて答えることができてしまう内容であった．

私自身がその場に同席し，制限時間を決めて答えても

らう必要があったと考える． 

以上の 2 点より，ピアノ経験がないと答えた学生 C

も 3段階すべての質問に正解することができてしまっ

たため，ピアノを習っていたことはないが，ある程度

音楽に関する知識があると判断してしまった．その結

果，学生 C について，事前調査で判断したレベルと実

際のレベルに大きく差が出てしまった． 

4.4 総括的な考察 

経験者，初心者ともに，ピアノを用いない練習によ

り演奏技術を向上させることができた． 

初心者については，ミスタッチ率，演奏評価ともに

アプリグループの方が紙鍵盤グループよりも大きく変

化した． 

経験者については，ミスタッチ率については紙鍵盤

グループが，演奏評価についてはアプリグループがよ

り大きく変化した． 

シャープやフラットなど，イレギュラーなものがあ

る場合，初心者はアプリで音を確かめながら練習する

ことでミスタッチを減らすことができると考えられる．

一方，経験者は紙の鍵盤であっても音をイメージした

り，常に意識したりしながら練習をすることができる

ため，大きさが正しい紙鍵盤の方がミスタッチを減ら

すことができると考えられる． 

紙鍵盤で指を動かす練習をしながら，アプリで音を

確かめることで，よりピアノを用いた練習の効果に近

づけることができると考える． 

5. まとめ 

愛知教育大学では，小学校教諭免許を取得するため

の必修授業として，音楽科研究が設けられており，単

位取得のためにはピアノの演奏が必須である．本研究

は，ピアノ経験の有無にかかわらず，ピアノを用いな

い練習によって演奏技術を向上させることを目的とし

たものである．そこで，ピアノを用いない練習の方法

として，ピアノよりも保有率が高いと考えられるスマ

ートフォンを用いた練習方法を提案した．ピアノを用

いない練習による効果を明らかにすることができれば，

ピアノを所有しない学生も，家庭においても質の高い

練習の機会を持つことができるようになる． 

実験の結果，ミスタッチ率，演奏評価ともに，ピア

ノを用いない練習を行った学生（アプリグループ，紙

鍵盤グループ）に効果が見られた．特に，初心者に着

目すると，ミスタッチ率，演奏評価ともに，ピアノグ

ループ，アプリグループ，紙鍵盤グループの順で大き

な効果が見られた．このことから，ピアノ初心者にと

っては，正しい大きさの鍵盤で練習することよりも，

音を確かめながら練習することが重要であると考えら
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れる．すなわち，ピアノグループ，アプリグループの

学生は練習の際に音が正しいか確かめながら弾くこと

ができたため，鍵盤の押し間違いにすぐに気づくこと

ができる．一方，音を出すことができない紙鍵盤グル

ープの学生は，正しい音が出ているか耳で確かめられ

ないので，鍵盤の押し間違いに気づくのが難しいとい

える． 

その一方で，ミスタッチ率については，紙鍵盤グル

ープの方がアプリグループよりも大きな効果が見られ

た．一方，演奏評価については，アプリグループの方

が紙鍵盤グループよりも大きな効果が見られた．以上

が，初心者についての結果である． 

次に，レベル 3（ピアノ経験のある学生）の結果は，

次の通りである．演奏評価については，アプリグルー

プで紙鍵盤グループより大きな向上が見られた．しか

し，ミスタッチ率では，紙鍵盤グループでアプリグル

ープより大きな向上が見られた．これは初心者と異な

る結果となった．その理由は次の通りである．すなわ

ち，ピアノ経験者は，音が出ない紙鍵盤で練習した場

合でも，実際の音が出る様子を頭でイメージしながら

練習できるからであると考えられる．よって，紙鍵盤

はアプリよりもピアノに近い条件で練習することがで

きていたと言える．ピアノ経験者であれば，指を動か

しながら，頭の中で音をイメージすることができるた

め，正しい大きさの鍵盤の上で指を動かす練習は効果

的であった． 

以上の結果より，ピアノ経験の有無にかかわらず，

ピアノを用いない練習を行ったとしても，演奏技術が

向上することが明らかになった．特に，ピアノ初心者

に対しては，指を動かすだけではなく，自分の耳で音

を確かめながら練習をすることが効果的であることが

わかった． 

今回はスマートフォンを用いたが，タブレット等大

きな機器を用いることでより効果的な練習ができるの

ではないかと考える．また，紙鍵盤とアプリを組み合

わせて練習することで，ピアノを用いた場合の効果に

より近づけることができると考えられる． 
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